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戸以下の文章を読み， 設間に答えなさい。

(1) 下線部(a)について，ゼプラフィッシュnanog遺伝子の役割がどのように ‘controversial'
であるかを説明しなさい。(5点）

(2) 下線部（b)について， 初期胚における役割を説明しなさい。(5点）
(3) 下線部（c)より初期発生に必要なnanogは， どの時期にどの細胞で発現しているか説明し

なさい。(2点）
(4) 下線部(d)について， 2つの用語 'YSL formation' と ‘epiboly' を説明しなさい。

(5点）
(5) 下線部（e)に続くように本文から導かれる結論を説明してください。 またそれをサポー ト

する実験手法と結果を説明しなさい。(8点）
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出題内容：水族遣伝育種学

三次の文章を読み， 設聞に答えなさい。

(1) 下線部(A)のDNA配列に関して， 機能的ではないとされるRepetitive DNA sequencesの名

称を1つ挙げ， その配列の特徴を述べなさい。(5点）

(2) 下線部(A)のDNA配列に関して， 何らかの機能があるRepetitive DNA sequencesが存在す

る領域の名称を1つ挙げ， その領域の特徴を述べなさい。(5点）

(3) 本文の記述を踏まえ， 下線部（B)と考えられる理由について説明しなさい。(5点）

(4) 本文の記述を踏まえ， 下線部（C)の考えられる複数の要因について説明しなさい。(10点）
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口正コ
次の文章を読み， 設間に答えなさい。

(1)下線(A)に関して， ヒストンのどの部分が修飾を受けやすいか， 答えなさい。(5点）

(2)下線(B)に関して， ヒストンのアセチル化が転写活性化にどのように関わるか説明しなさい。

図を用いて説明してもよい。(6点）

(3)下線(C)に関して， 具体的にはどのような実験アプロ ー チによって達成されたと考えられる

か。 あなたの考えを述べなさい。(6点）

(4)本文によると， ヒストンメチル化の研究は， ヒストンアセチル化と比べて理解が進むのが遅

れたと述べられている。 その理由として本文で挙げられている内容を説明し， さらに， その

理由の原因について， あなたの考えを述べなさい。(8点）
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